
 

 

                     

               
                           

祝 創立７０周年 平成２９年度が始まりました

精神的自立に向けて「正しい判断力」「豊かな心」

短時間できれいにするにはどうしたらよいかを考え、率先して行動する

動が良い経験になります。行事や部活動なども、同じです。目的を考え、その目的を達成するための正

しい行動ができ、それを繰り返すことが良い経験を蓄積する

中での知識と経験の積み重ねが、物事を正しく判断する力となっていきます。

の話をよく聞き、積極的に学習や行事、委員会活動、係活動、部活動などに取り組み、結果が出るまで

粘り強く努力を続けて「正しい判断力」を養っていくことを望みます。

 第二は「豊かな心を育てること」です。豊かな心を育てていくためには、他を思いやる心がまず必要

です。互いの違いを認め、良さを学びあい、思いやりの心をもって接することで、協力する姿勢や友情

が生まれ、豊かな心を養っていく心がまえができます。そして

みを共にすることにより、豊かな心が育っていきます。

 豊かな心をもった集団はとても温かく、お互いを成長させ

そのような集団をつくり上げていくために、自分勝手な考えや行動はやめましょう。一人ひとりが仲間

を大切にすることを考え、行動をすることを心がけてください。

 「正しい判断力を身に付けること」「豊かな心を育てること」の二つの目標を達成

するために、第四中学校の一員として、誇りをもち、一生懸命に学校生活に取り組んでください。
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平成２９年度が始まりました 

精神的自立に向けて「正しい判断力」「豊かな心」を身に付けよう   

 4月 6日（木）に始業式を行い、7日（金）
新入生を迎えて、創立 70周年の記念の年である
まりました。 
 中学校の３年間は責任ある大人として、また社会人として社会

に貢献する人になるための基礎をつくる重要な

自立に向けての基礎となる「精神的な自立」を中学校では望んで

います。そのために身に付けてほしい力を二つ提示します。

 第一は「正しい判断力を身に付ける」ことです。いろいろなこ

とを正しく判断する力は、正しい知識と豊かな経験によって養わ

れます。学校生活に当てはめると、まず、授業にしっかり取り組

み、学習内容を深めることが知識を蓄積することの第一歩です。

また授業以外でも家庭学習のように、自分の力で学習することも

求められます。そして、その知識を深めていくために、さらに自

分で調べたり、友達と討論したりする力が今、求められています。

このことによって、正しい知識を蓄積し、深めていくことができ

ます。 
 また良い経験を蓄積するにはどうしたらよいでしょうか。それ

には、行事や委員会、係活動、部活動などに、一生けん命取り組

むことです。たとえば、みんなで分担する掃除当番を例にすると、

短時間できれいにするにはどうしたらよいかを考え、率先して行動する、一生けん命取り組むという行

行事や部活動なども、同じです。目的を考え、その目的を達成するための正

しい行動ができ、それを繰り返すことが良い経験を蓄積することになります。

が、物事を正しく判断する力となっていきます。指導してくださる先生方

や行事、委員会活動、係活動、部活動などに取り組み、結果が出るまで

「正しい判断力」を養っていくことを望みます。 
第二は「豊かな心を育てること」です。豊かな心を育てていくためには、他を思いやる心がまず必要

です。互いの違いを認め、良さを学びあい、思いやりの心をもって接することで、協力する姿勢や友情

が生まれ、豊かな心を養っていく心がまえができます。そして学校生活を通じて仲間たちと喜びや悲し

みを共にすることにより、豊かな心が育っていきます。 
豊かな心をもった集団はとても温かく、お互いを成長させる素晴らしい集団となることができます。

そのような集団をつくり上げていくために、自分勝手な考えや行動はやめましょう。一人ひとりが仲間

を大切にすることを考え、行動をすることを心がけてください。 
「正しい判断力を身に付けること」「豊かな心を育てること」の二つの目標を達成

ために、第四中学校の一員として、誇りをもち、一生懸命に学校生活に取り組んでください。
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 校長 高橋 淳 
日（金）の入学式で 205名の

周年の記念の年である平成 29年度が始

、また社会人として社会

に貢献する人になるための基礎をつくる重要な時期です。将来の

自立に向けての基礎となる「精神的な自立」を中学校では望んで

います。そのために身に付けてほしい力を二つ提示します。 
第一は「正しい判断力を身に付ける」ことです。いろいろなこ

とを正しく判断する力は、正しい知識と豊かな経験によって養わ

学校生活に当てはめると、まず、授業にしっかり取り組

み、学習内容を深めることが知識を蓄積することの第一歩です。

また授業以外でも家庭学習のように、自分の力で学習することも

求められます。そして、その知識を深めていくために、さらに自

分で調べたり、友達と討論したりする力が今、求められています。

このことによって、正しい知識を蓄積し、深めていくことができ

また良い経験を蓄積するにはどうしたらよいでしょうか。それ

は、行事や委員会、係活動、部活動などに、一生けん命取り組

むことです。たとえば、みんなで分担する掃除当番を例にすると、

一生けん命取り組むという行

行事や部活動なども、同じです。目的を考え、その目的を達成するための正

ことになります。このように、学校生活の

指導してくださる先生方

や行事、委員会活動、係活動、部活動などに取り組み、結果が出るまで

第二は「豊かな心を育てること」です。豊かな心を育てていくためには、他を思いやる心がまず必要

です。互いの違いを認め、良さを学びあい、思いやりの心をもって接することで、協力する姿勢や友情

学校生活を通じて仲間たちと喜びや悲し

る素晴らしい集団となることができます。

そのような集団をつくり上げていくために、自分勝手な考えや行動はやめましょう。一人ひとりが仲間

「正しい判断力を身に付けること」「豊かな心を育てること」の二つの目標を達成し、精神的自立を

ために、第四中学校の一員として、誇りをもち、一生懸命に学校生活に取り組んでください。 

文部科学大臣旗争奪  

年女子個人組手 優勝 


